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検
証
と
対
策

問
　
昨
年
の
台
風
第
19
号
の
検

証
を
踏
ま
え
て
本
市
が
重
要
と

す
る
取
り
組
み
は
何
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
運
営
方
法
や
避

難
所
の
備
蓄
品
の
充
実
、
市
災

害
対
策
本
部
各
部
班
の
対
応
力

強
化
で
あ
る
。

問
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
風
水
害
編
を
新

た
に
作
成
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
有
効
に
運
用
す
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
風
水
害
に
特
化
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
作
成
し

た
。
避
難
所
の
開
設
か
ら
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
や
垂
直
避
難
時
の

経
路
図
な
ど
を
盛
り
込
み
、
ひ

な
形
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

各
避
難
所
運
営
委
員
会
で
内
容

や
役
割
を
検
討
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
地
域
で
訓
練
を
行
う
こ

と
で
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
が
見
え
な
い
。
先
行
災
害

に
別
の
災
害
が
発
生
す
る
複
合

災
害
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
出
水
期

は
、
風
水
害
へ
の
対
応
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
る
。
風
水
害
に
特
化

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加
え
、
感

染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成

し
た
。
避
難
所
の
運
営
を
適
切

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
３
密
を
避
け
る
た
め
に
は

避
難
所
の
分
散
化
も
必
要
で
あ

る
。
風
水
害
の
避
難
所
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
一

時
的
に
避
難
所
の
分
散
も
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
現
段
階

で
は
既
存
の
避
難
所
を
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
れ
で
も
難
し
い
場
合

は
、
地
区
公
民
館
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
被
災
者
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
が
多
岐
に
わ
た

り
、
市
民
に
は
複
雑
で
あ
る
。

支
援
漏
れ
の
な
い
よ
う
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
考

え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
今
年
度

か
ら
被
災
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
一
元
管
理
す
る
こ
と

で
、
未
申
請
な
ど
に
つ
い
て
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
市
民
を
フ
ォ
ロ
ー
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

四
之
宮
地
区
浸
水
被
害

問
　
浸
水
し
た
地
区
で
は
、
現

在
、
目
に
見
え
る
対
策
が
さ
れ

て
い
な
い
。
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
い
つ
、
ど
こ
に
設
置

さ
れ
る
の
か
。

土
木
部
長
　
地
域
住
民
が
取
り

に
行
き
や
す
い
場
所
を
選
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
公

共
用
地
だ
け
で
は
限
り
が
あ
る

の
で
、
で
き
れ
ば
地
域
と
協
力

し
、
地
域
の
人
の
土
地
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
現
段

階
で
公
共
用
地
と
し
て
は
、
四

之
宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

問
　
浸
水
被
害
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
析
報
告
が
滞
っ
て
い

る
。
い
つ
報
告
さ
れ
る
の
か
。

土
木
部
長
　
現
段
階
で
、
委
託

業
者
に
は
７
月
末
ま
で
に
報
告

書
の
提
出
を
依
頼
し
て
い
る
。

８
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
ま
で

に
地
元
に
説
明
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
昨
年
の
住
民
説
明
会
で
は

真
剣
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

３
密
を
避
け
て
実
施
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
が
、
十
分

に
地
元
と
協
議
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
四
之
宮
地
区
に
は

環
境
対
策
事
務
連
絡
会
が
あ

る
。
そ
の
代
表
者
と
協
議
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

へ
説
明
す
る
機
会
を
持
て
る
よ

う
分
散
開
催
な
ど
に
つ
い
て
も

協
議
し
て
い
き
た
い
。

新
し
い
地
域
の
連
携
と

協
働
に
つ
い
て

坂
間
　
正
昭 

議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

創
出
に
向
け
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
策
に
よ
り
中
断
し
た
地

域
自
治
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
早
期
回
復
や
、
新
し
い
生
活

様
式
に
踏
み
込
ん
だ
本
市
独
自

の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
今
後
の
地
域
活
動

は
新
し
い
在
り
方
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
自
治
会
、
地
区

公
民
館
、
町
内
福
祉
村
な
ど
が

連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組

む
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地

域
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
公
民
館
の
既
存
設
備
を
利

用
し
た
テ
レ
ビ
会
議
も
一
つ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
法
と
思
う

が
利
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
部
長
　
各
種
団
体
の
会
議

で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
公

民
館
の
体
制
整
備
や
運
用
方
法

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
。

学
社
連
携
に
つ
い
て

問
　
分
散
登
校
期
間
中
の
児

童
・
生
徒
の
一
時
預
か
り
事
業

と
し
て
、
地
区
公
民
館
で
学
習

準
備
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
地
区
公
民
館

の
利
用
も
検
討
し
た
が
、
交
通

の
利
便
性
が
高
い
教
育
会
館
を

会
場
と
し
た
。
一
時
預
か
り
の

時
間
を
長
く
す
る
な
ど
、
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
実
施
し
た
。

問
　
学
校
、
保
護
者
、
地
域
に

よ
る
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
継
続
と
早
期
の
回
復
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
が
必
要
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
部
長
　
学
校
と
地
域

が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

る
学
校
づ
く
り
へ
有
効
な
仕
組

み
で
あ
る
。
昨
年
度
、
職
員
研

修
を
行
い
、
今
年
度
は
校
長
や

教
頭
、
教
員
、
関
係
課
で
構
成

す
る
教
育
課
程
課
題
検
討
連
絡

協
議
会
で
研
究
し
て
い
く
。

問
　
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域

学
校
協
働
活
動
の
役
割
が
十
分

に
機
能
す
る
た
め
に
、
ど
う
一

体
的
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
地
域
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学
校
や
子

供
た
ち
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
。
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域

学
校
協
働
活
動
の
関
係
者
が
目

標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
意
見
交
換

し
、
そ
の
良
さ
や
強
み
を
生
か

し
た
運
営
を
議
論
す
る
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
２
月
の
社
会
教
育
委
員
会

議
で
、
新
し
い
学
社
連
携
に
向

け
、
地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
る
「
ひ
ら
つ
か
ス
タ
イ
ル
」

が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
域

自
治
推
進
事
業
や
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
と
同
じ
よ

う
な
内
容
で
あ
る
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
手
法
は
、
施
設
が
使

え
な
い
中
、
地
域
が
連
携
す
る

た
め
に
今
し
か
で
き
な
い
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

以
前
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
Ｉ

Ｔ
な
ど
を
地
域
づ
く
り
に
生
か

せ
な
い
か
と
新
し
い
在
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

数田 俊樹 議員

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

片倉 章博 議長 佐藤 貴子 議員

減
災
の
ま
ち
づ
く
り諸伏

　
清
児 

議
員

総務経済
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は継続審
査とすべきものと決定しました。
○議案第47号　平塚市一般職員の
特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例
　条例の改正で設けられる日額
４千円の手当に該当する勤務とは
どのようなものか。
　新型コロナウイルス感染症の
所見がある者又はその疑いがある
者の身体に接触する、もしくは長

時間にわたり接して行う作業が該
当する。
○議案第50号　工事請負契約の締
結について〔相模小学校新築工事

（プール棟・建築）〕
　工事の入札が２度不調となっ
ている。仕様を見直してコストを
下げるべきではなかったのか。
　相模小学校は本体工事と一体
で設計委託を行っており、工事を
発注している。その設計を見直す
となると、相応の期間を要し、開
校にも影響する。そのため随意契
約という形で早急な契約をした。

○議案第51号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　総務費の防犯設備整備事業で
60万円を増額補正し、迷惑電話防
止機能がある機器の購入費を補助
する。どの程度補助するのか。
　県と市を合わせて購入費の３
分の２、上限６千円を補助する。
　この制度を高齢者へどのよう
に周知するのか。
　広報などに加え、高齢者よろ
ず相談センターなどの施設に案内
をして、高齢者を支援している人
からも制度を伝えてもらう。

都市建設
議案１案件は原案どおり可決すべ
きものと決定しました。
○議案第51号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　土木費の橋りょう震災対策事
業で北野橋の耐震化工事を行う。
なぜ当初予算ではなく、今回の補
正予算で計上しているのか。
　国の防災・安全交付金を増額
して利用することが可能となり補
正予算を計上した。事業を調整し
て北野橋を工事することとした。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

清風クラブ 所 属 議 員

１面写真を募集
　議会だよりの１面に掲載する写
真を募集しています。
　市内に在住又は在勤・在学の方
を対象に、季節を感じられる写真
など平塚市の魅力を収めた一枚を
ご応募ください。
　詳しい応募方法などは、市議会
ホームページをご覧いただくか、
議会局までお
問い合わせく
ださい。


